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繹繹躊癖躊繹躊 躊 繹 泰 （ No. 29  ）
 

雨も気にせす

暑さも忘れて

～鹿野川夏まつり～

苦心の七夕笹かざりが、雨傘に触れてゆれ、ぬれた路面には、つかみ

出されたウナギがおよぐ……。 8月7日の鹿野川夏まつりは、台風8号

によるあいにくの雨となりました。しかし、おまつり広場には、遠来の

特別町民の方や見物客が大勢あつまり、張られたテントに入りきれない

人たちは傘をさしての立ち見といった盛況ぶりでした。

舞台ではゲスト歌手の和島香・千田かおりがプロの演歌をうっとりと

聞かせ、コメディアンの東京ぼん太は相変らずの軽妙な舞台芸を披露し

て観客を爆笑の渦に巻き込んでゆきました。

（写真は、芸能イペントのハイライト東京ぽん太ショー）

令月号の主な内容

＝町報＝

衝特別町民の集い....…• ••… ·····2 
衝小学校水泳大会……………… 4
衡婦人農業大学を開設………… 5
衝お知らせ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・14

＝農林だより＝

蔓農協共済友の会総会…………6
衡林業教室を開講……...…·・・・・•7 

*木材市況・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・ ・・・・・・ •8

唖今月の農作業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・9

＝公民館報＝

衡わんぱく学級・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・10

厘肱）IIの民俗・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・11

R青年団と分校生が交流………12
*小藪サマースクール….....… •13

町民のうごき

人口 3,807人( -5) 

男 1,8-65人 ( -8) 

女 1,942人(-3) 

世帯数 1,060世帯（士 0)

（昭和60年7月31日現在）
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記念植樹をする左から上岡会長・大野町長・冨永助役

心
洗
わ
れ
る
ふ
る
さ
と

肱
川
の
緑
は
す
ば
ら
し
い

特
別
町
民
の
集
い
に
四
十
六
名
が
来
町

特
別
町
民
の
集
い
は
、
八
月
七
日

の
夏
ま
つ
り
に
合
せ
て
行
わ
れ
、
東

京
・
東
海

・
京
阪
神
・
四
国
か
ら
計

四
十
六
名
の
参
加
か
あ
り
ま
し
た
。

一
行
は
、
飛
行
機
・
汽
車
・
船

・

車
等
そ
れ
ぞ
れ
の
交
通
機
関
を
利
用

し
て
来
町
、
八
月
七
日
に
は
夏
ま
つ

り
の
行
事
を
見
物
し
、
翌
八
日
の
交

流
会
に
出
席
し
て
集
い
の
全
日
程
を

終
り
帰
途
に
つ
き
ま
し
た
。

今
回
の
「
集
い
」
に
あ
た
っ
て
東

海
地
区
肱
川
会
で
は
、
愛
知
県
木
で

あ
る
ハ
ナ
ノ
キ
を
ふ
る
さ
と
肱
川
の

土
地
に
記
念
植
樹
す
る
計
画
が
ま
と

ま
り
、
名
古
屋
グ
ル
ー
プ
と
と
も
に

飛
行
機
便
で
持
参
さ
れ
ま
し
た
。

八
月
七
日
、
約
二

M
の
二
本
の
苗

木
は
、
鹿
野
川
園
地
に
、
上
岡
会
長
・

大
野
町
長
他
の
手
に
よ
っ
て
、
雨
の

中
植
付
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
ハ
ナ
ノ
キ
は
、
愛
知
・
長
野
・

岐
阜
に
多
く
分
布
し
て
い
る
か
え
で

科
の
落
葉
高
木
で
、
紅
い
花
が
四
月

頃
に
咲
き
ま
す
。
こ
の
木
が
、
肱
川

の
土
に
し
っ
か
り
と
根
を
お
ろ
し
、

東
海
地
区
と
の
交
流
が
さ
ら
に
発
展

す
る
よ
う
、
す
く
す
く
と
育
っ
て
ほ

し
い
も
の
で
す
。

八
月
八
日
は
当
町
を
よ
く
見
て
、

よ
く
知
っ
て
も
ら
お
う
と
バ
ス
に

よ
る
町
内
視
察
を
計
画
し
て
お
り

ま
し
た
が
、
雨
天
と
な
っ
た
た
め
、

歴
史
民
俗
資
料
館
の
見
学
と
、
鹿

野
川
荘
で
の
交
流
会
に
変
更
と
な

り
ま
し
た
。

こ
の
交
流
会
で
は
‘
町
長
の
歓

迎
の
あ
い
さ
つ
、
出
席
者
四

0
人

の
自
己
紹
介
の
あ
と
意
見
交
換
に

う
つ
り
、
東
海
地
区
の
松
尾
副
会

長
か
ら
、
肱
川
町
の
活
性
化
対
策

は
ど
う
か
、
肱
川
会
へ
の
要
望
は

と
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

な
i

、
)
や
か
に
交
流
会

ハ
ナ
ノ
キ
を
記
念
に
植
樹

をヘ
＇
ー

し

上
岡
（
疇
5
詑
）

何
年
ぶ
り
か
に
帰
り

印
象
に
残
っ
た
こ
と

（
）
内
は
出
身
地

に
対
し
て
、
町
長
・
鉾
岩
農
協
組
合

長

・
河
野
森
林
組
合
長

・
久
保
田
川

上
商
工
会
長
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
方

針
・
計
画
・
取
組
み
内
容
等
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

町
長
の
あ
い
r

さ
つ
の
要
旨
と
特
別

町
民
の
方
た
ち
が
述
べ
ら
れ
た
感
想

は
次
の
と
お
り
で
す
。

大
野
町
長
み
な
さ
ん
方
に
は
特
別

町
民
に
ご
加
入
い
た
だ
き
、
今
回
の

集
い
に
、
は
る
ば
る
お
越
し
を
い
た
だ

い
て
心
か
ら
歓
迎
を
申
し
上
げ
ま
す
。

肱
川
町
は
ご
覧
の
と
お
り
山
と
谷

の
町
と
言
っ
て
い
い
地
形
で
す
。
し
か

し
私
た
ち
は
先
祖
以
来
こ
の
土
地
を

愛
し
、
誇
り
に
思
い
、
希
望
を
も
っ

て
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
が
、
人
口
は

減
少
し
農
林
業
の
情
勢
は
き
び
し
く

な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
そ
う
し
た
中

で
、
子
孫
に
伝
え
る
べ
き
肱
川
町
を
い

か
に
つ
く
り
あ
げ
、
発
展
さ
せ
て
ゆ
く

か
、
日
夜
考
え
て
お
り
、
特
別
町
民
制

度
も
そ
の
一
っ
で
あ
る
わ
け
で
す
。

都
市
と
の
交
流
、
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ

ふ
る
さ
と
事
業
等
い
ろ
ん
な
計
画
を

た
て
、
私
た
ち
の
住
ん
で
い
る
こ
の

町
を
、
も
っ
と
活
力
の
あ
る
町
に
し

て
ゆ
か
な
け
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
心
の
交
流
が
で
き
ま
す
こ
の
会

で
、
よ
り
深
い
つ
な
が
り
が
で
き
、

今
後
手
を
つ
な
い
で
、
い
ろ
ん
な
こ
と

を
す
す
め
さ
せ
て
い
た
だ
け
る
よ
う

何
か
と
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

な
つ
か
し
い
こ
と
が
次
々
思
い

出
さ
れ
る
。

松
尾
（
同
副
会
長
）
歴
史
民
俗
資
料

館
に
今
ま
で
の
遺
産
が
あ
の
よ

う
に
保
存
さ
れ
て
い
る
の
に
驚

き
感
激
し
た
。
昔
、
経
験
し
使
っ

た
こ
と
の
あ
る
物
が
展
示
さ
れ

て
い
て
な
つ
か
し
か
っ
た
。
名

古
屋
へ
帰
っ
た
ら
九
月
の
肱
川

会
で

P
R
し
、
会
貝
を
ふ
や
す

決
意
で
あ
る
。

中
野
（
京
阪
幡
蜆
負
）
十
月
に
第
二

回
肱
川
会
を
開
く
。
肱
川
を
離

れ
て
三
十
年
近
く
な
る
の
で
こ

ち
ら
の
状
況
が
わ
か
ら
な
い
。

会
長
と
し
て
ふ
る
さ
と
の
こ
と

を
も
っ
と
勉
強
し
て
充
実
し
た

会
に
し
て
ゆ
き
た
い
。

増
田
(m
海物
d

邑
予
子
林
を
出
て
十
三

年
に
な
る
。
田
舎
が
好
き
な
の
で
、

雑
踏
で
も
ま
れ
る
都
会
の
垢
を
落
し

に
毎
年
一
度
は
帰
省
し
て
い
る
。

竹
田
（
肱
尉
）
人
口
が
減
っ
た
と
聞
く

と
悲
し
い
。
農
家
の
方
も
た
い
へ
ん

だ
と
思
う
が
が
ん
ば
っ
て
は
し
い
。

上
岡
（
肱
和
巴
三
十
一
年
前
に
愛
知
へ

行
っ
た
。
特
産
品
関
発
に
関
心
を
も
っ

て
い
る
。
肱
川
に
帰
っ
て
く
る
と
心

が
洗
わ
れ
る
。
都
会
の
人
に
自
慢
で

き
る
ふ
る
さ
と
だ
と
思
っ
て
い
る
。

吉
田
（
大
阪
）
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
囲
ま

れ
た
マ
ン
シ
ョ
ン
住
い
な
の
で
、
こ

の
よ
う
に
緑
い
っ
ぱ
い
の
と
こ
ろ
は

す
ば
ら
し
い
。
昨
夜
カ
ラ
オ
ケ
に
出

た
ら
熱
演
章
を
も
ら
っ
た
。

上
岡
（
長
崎
）
主
人
が
肱
川
で
、
私
の

ふ
る
さ
と
は
海
の
あ
る
と
こ
ろ
。
山

＇ 一ヽ

あ
い
を
走
っ
て
い
て
み
ぞ
ご
に
落
ち

な
い
か
と
心
配
だ
っ
た
。
ふ
る
さ
と

の
香
り
の
し
い
た
け
や
ぜ
ん
ま
い
の

料
理
が
わ
か
ら
な
く
て
、
知
人
に
聞

い
て
い
る
。

五
味
（
愛
知
）
こ
の
年
に
な
る
ま
で
こ

ん
な
山
を
見
た
こ
と
な
か
っ
た
。
こ

ん
な
に
景
色
の
よ
い
と
こ
ろ
は
楽
し
い

と
思
つ
。
も
っ
と
ゆ
っ
く
り
し
た
い
が

商
売
が
あ
る
か
ら
帰
ら
な
い
と
…
…
。

小
山
（
香
川
）
鹿
野
川
の
せ
み
し
ぐ
れ

と
し
た
た
る
緑
に
期
待
し
て
来
た
が
、

雨
の
日
の
肱
川
は
特
別
の
風
情
が
あ

る
と
思
っ
た
。

宇
和
川
（
疇
町
）
花
火
大
会
、
真
に
せ

ま
る
迫
力
に
お
ど
ろ
い
た
。
ま
わ
り

の
緑
に
包
ま
れ
て
す
ご
く
い
い
町
だ

と
思
っ
た
。
み
ん
な
が
親
切
だ
っ
た
。

二
神
（
疇
町
）
こ
ち
ら
の
人
情
の
こ
ま

や
か
さ
に
ふ
れ
う
れ
し
か
っ
た
。 A 

歴史民俗資料館で説明をうける特別町民のみなさん
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商
工
会
青
年
部
に
よ
る
び
っ
く
り

市
に
は
、
金
魚
す
く
い
、
・
綿
菓
子
・

射
的
・
イ
カ
焼
・
つ
き
氷
・
タ
コ
焼
・

花
火
玩
具
・
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
・
流

し
そ
う
め
ん
・
ス
ピ
ー
ド
ガ
ン
・
ヨ
ー

ヨ
ー
釣
り
・
セ
ト
物
セ
リ
市
、
・
な
ど

楽
し
い
露
店
が
並
び
ま
し
た
。
中
で

も
、
い
つ
も
人
気
の
あ
る
の
が
う
な

ぎ
コ
ー
ナ
ー
。
釣
る
の
は
糸
が
も
つ

れ
る
と
あ
っ
て
、
今
年
は
単
純
明
解

な
三
百
円
で
二
十
秒
間
に
う
な
ぎ
を

つ
か
む
方
法
で
す
。
一
人
で
六
、
七

匹
の
成
果
を
あ
げ
る
も
の
、

0
匹
で
あ

き
ら
め
る
も
の
と
明
暗
は
わ
か
れ
、

子
ど
も
た
ち
は
次
の
店
へ
動
き
ま
す
。

盆
踊
り
は
芸
能
イ
ベ
ン
ト
に

続
い
て
行
わ
れ
、
中
居
さ
ん
の

音
頭
、
水
池
・
土
居
さ
ん
の
太

鼓
で
兵
庫
踊
り
や
、
肱
川
音
頭
、

鹿
野
川
小
唄
の
踊
り
の
輪
が
広

が
っ
て
ゆ
き
ま
し
た
。

ま
つ
り
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
は
花

火
大
会
、
町
内
外
の
寄
附
者
九

十
六
人
の
奮
発
で
三
百
十
六
発

が
打
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
．
轟
音

と
と
も
に
や
み
の
夜
空
い
っ
ぱ

い
に
雄
大
で
美
し
い
火
の
花
が

広
が
り
、
小
藪
滞
在
の
麗
沢
大

学
助
教
授
バ
ン
ト
ッ
ク
先
生
は

「
こ
ん
な
き
れ
い
な
花
火
は
初
め

て
見
た
」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し

た。

4 

傘をさしてうなぎつかみを見物

今
年
の
夏
ま
つ
り
を
盛
り
あ
げ
た

の
は
、
特
別
町
民
東
京
ぼ
ん
太
・
和

島
香
・
千
田
か
お
り
三
人
の
ゲ
ス
ト

に
よ
る
芸
能
イ
ベ
ン
ト
で
し
た
。

広
場
の
舞
台
で
は
‘
得
意
の
ギ
ャ

グ
、
物
真
似
を
「
帰
っ
て
き
た
田
舎
っ

ペ
」
「
愛
」
な
ど
の
新
曲
に
織
り
ま
ぜ

て
次
々
と
披
露
し
、
観
客
の
と
ま
ら

ぬ
笑
い
が
、
広
場
い
っ
ば
い
に
ど
よ

め
き
ま
し
た
。
ま
た
コ
ロ
ン
ビ
ア
歌
手

の
和
島
香
は
「
夢
見
酒
」
「
舞
扇
」
な

ど
四
曲
を
、
キ
ン
グ
歌
手
の
千
田
か

お
り
は
「
浪
速
節
だ
よ
人
生
は
」
な

ど
五
曲
を
歌
い
、
演
歌
フ
ァ
ン
を
う
っ

と
り
と
さ
せ
ま
し
た
。

日

東
京
ほ
ん
太
も
や
っ
て
来
た

7月8
 

多
彩
に
鹿
野
川
夏
ま
つ
り

〇
肱
川
カ
ラ
オ
ケ
大
賞

「
男
っ
て
つ
ら
い
よ
な
」

（
参
加
者
二
十
三
人
）

0
七

夕

賞

0
天

の

川

賞

〇

銀

河

賞

〇

弁

天

娘

賞

0
天
の
羽
衣
賞

〇

牽

牛

賞

〇

織

姫

賞

0
夕

鶴

賞

〇

冠

賞

0
北
斗
十
字
賞

八

恵

商

店

鹿
野
川
主
婦
の
店

ニ

ュ

ー

和

光

ク
イ
ー
ン
美
容
室

冨

永

呉

服

店

理

容

カ

ネ

ノ

冨

永

理

容

高

野

頼

信

福

栄

堂

菓

子

舗

と

み

な

が

ン
；
）

カ
ラ
オ
ケ
大
会
入
賞
者

岡
慶
治
く
ん
（
広
常
〕

S
5
8
.
7
.
1
6
日
生
ま
れ

(
2
歳
ー
か
月
）

e
[
>

ト
ラ

ッ
ク
の
荷
台
で
兄
に
眼
の
ふ
ち
が
青
に

に
な
る
ほ
ど
つ
き
飛
ば
さ
れ
て
も
、
す
ぐ
に

き
や
め
ま
し
た
。
今
は
砂
遊
び
に
関
心
が
あ

、
き
ん
肉
マ
ン
の
絵
本
も
カ
タ
コ
ト
で
説
明

で
き
ま
す
。

真
白
い
歯
が
そ
ろ
っ
て
お
り
虫
歯
は
一
本
も

り
ま
せ
ん
。
強
く
て
、
た
く
ま
し
い
男
の
子

t
育
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

七
夕
笹
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞

↓
 

＇
ー
ー
り
ー
ー
り
ー
ー
＇
ー
ー

'_J・ わ
上
田
節
子
ち
ゃ
ん
〔
山
槌
〕

S
5
8
.
6
.
6
日
生
ま
れ

(
2
歳

2
か
月
）

お父さん

公生さん(33歳）
お母さん

啓子さん(34歳）

藤

井

正

0
観
光
協
会
長
賞

「
流
さ
れ
て
」

大

越

義

文

0
青
年
団
長
賞

「

男

船

」

和
気
節
子
（
下
鹿
野
川
）

〇

熱

演

賞

「
望
郷
酒
場
」

吉

田

幸

一

0

ユ
ー
モ
ア
賞

「
二
人
酒
」

白
岩
ト
ヨ
子

（
応
募
数
一
五
五
点
・
入
選
二
十
七

点
・
内
一
点
は
来
年
の
ポ
ス
タ
ー

に
使
用
）

り
‘
り
り

4
り

4
り

ーー

"
4
,
り

鹿
野
川
夏
ま
つ
り

ポ
ス
タ
ー
展
入
選

中 大 ＾
 

小
柳

野 阪 藪

金
賞
大
野
紀
子
（
正
山
四
年
）
崎

野
美
保
（
同
四
年
）
内
田
征
洋
（
同
五

年
）
今
宮
香
奈
子
（
中
野
四
年
）
冨

永
佐
由
美
（
同
六
年
）
寺
中
こ
ず
え

（
大
谷
五
年
）
清
水
ひ
と
み
（
同
五
年
）

岩
岡
礼
子
（
同
六
年
）
伊
藤
久
美
恵

（
子
予
林
六
年
）

銀
賞
松
本
浩
一
（
正
山
四
年
）
中

岡
佳
奈
枝
（
同
四
年
）
松
本
知
則

（
同

五
年
）
冨
氷
泰
成
（
中
野
四
年
）
冨

永
朗
子
（
同
五
年
）
清
水
浩
和
（
同
五

年
）
山
下
純
一
（
同
六
年
）
森
巨
人

（
同
六
年
）
後
藤
里
美
（
大
谷
六
年
）

銅
賞
山
田
千
景
（
正
山
四
年
）
冨

永
順
子
（
中
野
四
年
）
亀
岡
昭
宏
（
同

四
年
）
前
田
正
樹
（
同
五
年
）
山
内

千
鶴
（
同
五
年
）
森
陽
子
（
同
六
年
）

山
内
美
幸
（
同
六
年
）
冨
永
美
子
（
岩

谷
五
年
）
藤
高
良
司
（
同
六
年
）

明
る
＜
育
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て

ー

！

ー

ー

ー

ー

一

一

町
制

40周
年
の
時
だ
っ
た
の
で
、
そ
の
節
目

t

お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
名
付
け
て
く
れ
ま
し
一

ヽ

こ
と

6
 

一

よ

た

。

一

一

本
が
大
好
き
で
、
め
か
ね
と
本
を
お
ば
あ
ち
ゃ
ー

ん
の
と
こ
ろ
へ
持
っ
て
行
っ
て
お
ね
だ
り
し
ま

。

一

一

す
将

来

は

、

一

一

い

ま

す

。

一

一一一一一一一一
―-一一一
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プールサイドからは大きな声援（町民プール）

男子 女子

匈

小学校水泳大会

なお郡大会は七月二十五日長浜

小学校プールで開かれ正山・中野・

予子林の各選手で一位を六種目、

二位を五種目、三位を四種目制し

ました。中でも予子林小学校は、は

じめて四種目で三位以内に入るめざ

ましい成績をおさめ健闘しました。

選手たちは‘梅雨明け後、練習

できたえた自信をもとに、。フール

サイドの声援をうけて力泳、三種

目の大会新をはじめ、別表の成績

をおさめました。 競技は三年生以下•四年生·五年生・六年生毎に分け、自由形・

平泳・背泳・バタフライ・リレー

と十三種目にわたって水しふきを

あげました。

国(4)

恒例の町内小学校水泳大会か七

月二十二日、鹿野川ダム下の町民

プールで行われました。

種目 学年 順位
氏名 タイム学校名 備考 氏名 タイム学 校名 備考

町内小学校水泳大会成績表
l 松本和ffi) l'5T l 正山小

(60 7 22) 

5年 2 山根浩二 2'05• I 岩谷小

!OOm 3 安Ill 誠 2'06'4 正山小

平泳 1 大野憲二 l'48., 正山小 岩岡礼子 l'5 1. 5 大＇谷 小

男 子 女 子
種目 学生 順位

氏名 タイム 学校名 備考 氏名 タイム 学校名 備考

1 冨永篤 24 • o 大谷小 兵頭辰美 22"8 子子林小
6年 2 藤原優勝 l'5 1 • I 正山小 河内由美子 l'55・ 1 中野小

3 藤高良司 J'53・ 8 岩谷小 西浦美由紀 l'56. 5 正山小

3年
2 金野友樹 24" 3 中野小 井上由美子 2s・ 3 大谷 小

以下
3 山田龍児 2『9正山小 片山美帆 26" 9 中野小

25m背泳 4年 1 松本昌悟 24・ 0 中野小 大会新 山田干娯 25. 7 正山小
1 堀尾明希 20・ 6 大谷小 吉田美鈴 19" 1 正山小

l 中岡輝義 48., 正山小 吉田理恵 52. l 正山小
4年 2 岩岡広志 22. 3 大谷小 崎野美保 20'9 正山小

50m背泳 6年 2 冨永洋希 50" 7 中野小 山内美幸 56. 3 中 野小

3 浜田由美 59・ 4 大谷小
25m 3 山田耕士 25'6 正山小 森玲子 2r 5 中野小

自由形 1 橋本孝博 18. 2 子子林小 和気京子 1 8. 7 中野小
l 金田大輔 25" 5 中野小

5年 2 熊野司 1 8. 6 正山小 村田富芙 19"2 正山 小
5年 2 新誠樹 27"5 大谷小

3 松下消一 19'3 中野小 兵頭久美 19" 5 大谷 小

25mパタ 3 松本和月1j 38. 8 正山小

7ライ l 萬岡清茂 23'3 中野小 沖麻美 31. 7 中野小
1 白岩冬樹 15"6 中野小 橋本さおり 17'4 子子林小

6年 2 崎野幸彦 15・9 正山小 松本昌美 19・ 0 正山小
6年 2 藤原優勝 25 5 正山小

3 久保日大介 1 6. 4 中野小 森岡美々 20'8 予子林小
3 丸川勝行 34. 3 大谷小

1 和気拓 59・ 2 中野小 兵頭辰美 52・ 4 子子林小
5年 1 金田大輔 l'0 1. 2 中野小

50mパタ
1 安川知則 50'8 正山小 西浦芙由紀 5T 8 正出小

フライ 6年
2 拭岡清茂 54・ 2 中野小 沖麻芙 l'03• o 中野小

3年
2 和気古樹 I'02・ 5 中野 小 白岩芙橙 59・ 8 中野小

以下

3 山下明 ]' 08• o 子子林小 消水早苗 l'0 1. 5 予子林小

1 松本昌悟 43'9 中野小 吉田美鈴 43”6 正山小
5年 l 山本晃 I'15" 5 正山小 大会新

4年 2 堀尾明希 44• 5 大谷小 兵頭千鶴 47• 7 中野小

75m個人 l 兵頭義輝 I'12・ 6 中野小 伊藤久美子 ］＇］が 7予子林小

メドレー 6年 2 中岡輝義 l'23 8 正山小 吉田理恵 l'2 l. 4 正山小
50m 3 宮尾充志 l'1 8. 5 岩谷小 森玲子 49・ 7 中野小

自由形 1 熊野司 40. 8 正山 小 和気京子 44. l 中野小
3 森陽子 l'24• o 中野小

5年 2 水沼剣生 4 1 • 7 大谷小 兵頭久美 45・ I 大谷 小

中 岡 山 田 3 橋本孝博 4 1. 7 子子林小 池田亜紀 45'7 予子林小

l 山 本 2'16'9正山小 西 浦 2'37"I 正山小 1 崎野幸彦 36• o 正山小 木下カオリ 36. 8 正山 小

崎 野 松 本
6年 2 久保田大介 37"6 中野小 林紀代 37"3 予子林小

3 冨永洋希 4が3 中野小 橋本さおり 37"8 予子林小

150m 冨 永 浜 田

メドレー 2 森 2'36" 5 中野小 岩 岡 2'3TI 大谷小
l 浅野誠司 l'35・ 4 子子林小 村田口美 l ' 40• o 正 山小

リレー 堀 井 兵 頭 5年 2 水沼剣生 l'38. 8 大谷小 森本裕美 l‘40. 6 岩谷 小

IOOm 3 内田征洋 I'39・ 9 正山小 円祐子 I'40・ 6 中野小

山 内
自由形 1 白石冬樹 l'1 8• 7 中野小 木下カオリ l'22・ 1 正山 小

3 河 内 2'37'I中野小 6年 2 安川知月1） l'28. 4 正山小 林紀代 l'30. 7 子子林小

兵 頭 3 上野 一 J'40" 5 正 山 小 松本昌美 l'42.， 正山小
ヽ

兵 頭 吉 田

1 
松下

2'35・ 0 中野小
村

田 2'44・ I 正山小
久保田 吉 田

1 山田龍児 35・ 3 正山小 内111ゆかり 39・ 4 正山小
3年

2 大野陽子 4 1. 7 正山 小
以下

25m平泳 3 吉田明美 50. 3 正山 小

白 岩 木 下

熊 野 束

l 岩岡広志 30・2 大谷小 山田干景 2が8正山小
4年

山田耕士2 3 1. 3 正山小 吉田鈴香 32" I 正山小

200m 2 上 野Ill 2'45・ 5 正山 小
池

田 2'45・ 6 子子林小
リレー 安 泊 水

藤 原 森 岡

1 山本晃 46. 8 正山小 大会新 冨永美子 I'00・2 岩谷小

5年 2 前田正柑 56" I 中野小 森本明美 l'02. 3 岩谷小

束 丹

3 浅
束

野 3'0 1”9 子子林小
冨

永 2'53・ 4 中野小
和 気

3 寺岡孝 5T 5 大谷小 中岡一美 l'1 7”7 正 山 小
50m平泳

1 兵頭義範 47"6 中野小 岩岡礼子 49• 5 大谷小

6年 2 大野憲二 50"2 正山小 伊藤久美恵 50• o 予子林小

橋 本 森 3 藤高良司 52. 2 岩谷 小 河内由美子 54・ 5 中野小
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専
業
農
家
の
婦
人
、
生
活
改
善
グ

ル
ー
プ
を
対
象
と
し
た
、
肱
川
町
婦

人
農
業
大
学
か
、
七
月
二
十
六
日
、

ひ
じ
か
わ
特
産
開
発
セ
ン
タ
ー
で
開

講
し
ま
し
た
。

農
業
就
業
人
口
の
六
割
を
占
め
る

農
家
の
婦
人
は
、
農
業
生
産
の
担
い

手
で
あ
る
と
同
時
に
、
家
庭
運
営
者

と
し
て
責
任
も
あ
り
、
肉
体
的

・
精

神
的
負
担
は
大
き
い
も
の
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
た
め
、
農
家
婦
人
が
交
流
、

学
習
活
動
を
通
じ
て
、
自
主
性
の
あ

る
‘
健
全
な
農
家
婦
人
と
し
て
成
長

す
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
開
設
さ

れ
ま
し
た
。

講
座
内
容
は
①
総
合
講
座
1
1

農

村

・
農
業
の
現
状
の
認
識
と
農
家

婦
人
と
し
て
の
役
割
②
農
業

・
農

家
生
活
技
術
講
座
1
1

農
業
生
産
・
農

忙しくても学習を
婦人農業大学を開言曼

家
生
活
技
術
の
習
得
③
地
域
農
業

講
座
1
1

自
ら
の
住
む
「
む
ら
」
の
現

状
と
今
後
の
方
向
等
に
つ
い
て
研
究

④
交
流
学
習
会
1
1

他
地
区
と
の
交
流

に
よ
る
相
互
研
さ
ん
、
と
四
講
座
に

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

期
間
は
昭
和
六
十
一
年
三
月
ま
で

で
、
毎
月
一
回
開
か
れ
ま
す
。

第
一
回
目
は
、
三
十
七
名
が
出
席
、

開
講
式
に
引
続
き
、
大
野
町
長
に
よ

る
「
肱
川
町
の
豊
か
な
村
づ
く
り
を

す
す
め
る
町
政
」
、
午
後
は
谷
本
普
及

貝
に
よ
る
「
お
い
し
い
米
づ
く
り
と

基
本
技
術
」
に
つ
い
て
勉
強
し
ま
し

た
。
教
室
は
女
性
ば
か
り
と
あ
っ
て

明
る
＜
楽
し
い
雰
囲
気
が
た
だ
よ
い
‘

ま
た
、
暑
さ
に
耐
え
て
学
ば
な
け
れ

ば
と
い
う
意
欲
か
あ
ふ
れ
て
い
ま
し

こ。f
 

町長を講師に勉強する婦人のみなさん

転
入
・
転
出
・
社
会
保
険
に
加
入
、

又
は
、
勤
め
を
や
め
た
と
き
、
国
民

健
康
保
険
被
保
険
者
に
異
動
が
生
じ

ま
す
。
そ
の
場
合
に
は
、
十
四
日
以

内
に
市
町
村
に
届
出
る
こ
と
が
法
令

で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
届
け

出
が
お
く
れ
ま
す
と
、
国
民
健
康
保

険
税
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
面
で
障
害

が
お
こ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
十
四
日

以
内
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

あ
な
た
は

退
職
被
保
険
者
に

該
当
し
ま
せ
ん
か

昭
和
五
十
九
年
十
月

一
日
か
ら
、
新
し
く
退

職
者
医
療
制
度
が
で
き

ま
し
た
。

蔓
退
職
被
保
険
者
に
な

る
人

次
の
三
つ
の
条
件
に

あ
て
は
ま
る
人
が
退
職

被
保
険
者
に
該
当
す
る

人
で
す
。

①
国
民
健
康
保
険
の
加

入
者

②
老
人
保
健
の
適
用
を

う
け
て
い
な
い
人

③
厚
生
年
金
や
共
済
組

国

民

保

険

被

保

険

者

の

異
動
は

十
四

B
以
内
に
届
出
を
I＾ ふい丸—

~ - -イ - 國疇！ ,..,_ 
届疋世金書とま金 1t]年上者十保い齢 合

浪 i
二？t二：1し一 ； 、

しナの帯証等年すの退資金加年年険る＾ な
職出届主書が金が受職格の入金以者人退 ど
者て書は等送裁 ‘給被の 支 し制上等で職 の

山小塁〗 1 知則 ’’で::：’’’ll笠斎屈島匠な応箪笠愕ぞ誓；罠憂贔ど；篇
』民十き険給生と届け算十か 、
二 呪1て金者

‘の年--i部 ゜書課四ま者権しな出て老歳 ‘ 年 支 金

親父ほ父そ父朝一ねとあ ri i 負 等国日すよがたる い齢以ま胃金給制

子やく やのやの ・む‘父
知 ヽ担 を保以かり発日日 るへ後たと保を度

で田も田姿母空二い田さ
！金 添係内ら年生とは 人退十はし険うか

参と大のをも気・目のん武ー ！は え へ に ‘ 金 す な ‘ ゜職年被てのけ ら

加 同 人あチ‘は三を声も
フ |次 て所 ‘年証るり年 -以用二被て 老

すしにだラほ‘ • こが早美ジ
ひ

るよなだリく 四す部＜、
記 オ i役方該支握保十 か 払 り 一

だ う つかチだ俎゜り屋起ー ；場は当給し険二肱助いの部退
ろ 1こださラち ないき~ f本 ；国‘すをて者世川かま医負職
う らゃ リ と ど がつて尻操 ！保年るうおへ帯町るす療担被
。 さ見広て らば： 係金のけり本ででこの費金保

しな 場- ラし｝こ腐 ！へ証でてま人‘はとではを険
さが 1こ爵 ジ 1c.... ；ご書はいす‘五‘に町退窓者
を臣イラち オひ ヽ！持 を ： る ゜被十七なの職口に
感 ぐが 体び ま ！参持：人現扶九月り国医で該

じい 操く。る 、 ＜参とで在養人末ま保療支当

るいヘ
屯 ヽだの思‘‘者の現すの制払す

！さうわ自年-退在 ゜医度つる
いえれ分金を職‘ 療がたと

今今今—-•---＃今#---•-＃一#-今-------今今今-----’---今一， るもの把被三 費支残 ‘ 

の
と
お
り
軽
く
な
り
ま
す
。

〇
退
職
被
保
険
者
本
人

医
療
費
の
二
割

外
来
は
医
療
費
の
三
割

入
院
は
医
療
費
の
二
割

〇
扶
養
家
族
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肱川農協共済友の会総会並に
推道大会盛大に開催

漬
題
｀
‘
れ
か
ら
の
生
逢

I
’

講
繹

あいさつをする岡村副会長

（於鹿野川荘）

昭和60年度共済推進型別計画表

農
協
で
は
、
去

る
七
月
二
十
三
日

鹿
の
川
荘
に
於
て
、

約
ニ
ニ

0
名
の
会

員
が
結
集
し
て
六

0
年
度
の
共
済
友

の
会
総
会
並
に
推

進
大
会
が
盛
大
に

開
催
さ
れ
た
。

本
総
会
に
於
て

は
、
会
長
の
今
岡

安
盛
氏
が
都
合
に

よ
り
出
席
出
来
ず

岡
村
副
会
長
の
あ

い
さ
つ
で
始
ま
り

集
ま
っ
た
会
員
の

し
あ
わ
せ
と
現
社

会
に
お
け
る
共
済

の
必
要
性
を
う
っ

たえ、又鉾岩組合長は、農協の

中の大きな事業である共済事業

が会員皆様のご理解とご協力に

よって毎年積上げが出来約ニニ

八億円の保有実績になっている

ことと他の事業に対しても大変

ご協力を頂いておることに心か

らのお礼をのべ、今年度の推進

目標が早期に達成出来るようあ

いさつをした。

今年は、農協共済普及研修コ

ンサルタントである、船橋昭

先生をお迎えし、「これからの生

活保障設計と農協共済の果す役

割」と題して、わかりやすく、

有意義なご講演をいただき、出

席した会員全員がますます理解

を深められたようである。

講演の後、五九年度の経過報

種別
項目 件 数 満期 額 保 障額 備 考

1 型 1 5件 1,500 1, 5 0 0 

2 汗土IJ 5件 500 1,000 

3 汗土IJ 25件 2,500 7,500 

生命共済
5 型 50件 5,000 25,000 

10 汗土IJ 70件 7,000 70,000 

15 型 90件 9,000 135,000 

中途増額 15件 9,500 

小 計 270件 25,500 249,500 
‘ -”. ど も 共済 5件 500 500 

建 更 :±1: /‘ 済 70件 8,000 40,000 

合 計 345件 34,000 290,000 

告
、
六

0
年
度
の
推
進
計
画
が
原
案

通
り
決
定
し
、
最
後
に
松
本
金
次
郎

氏
に
よ
ゐ
力
強
い
決
議
文
を
朗
読
し

て
予
定
通
り
終
了
し
た
。

二
九

0
、0
0
0
万
円

二
、
二
八
二
、

一
五
六
万
円

二
、
長
期
共
済
保
有
高

一
、
六

0
年
度
推
進
目
標

亘
24V 2,282,156 

220 

200 

180 

160 

140 

こども

3,815万

00.296 

120 

100 

80 

60 

40 

20伍

共済推進支所別目標
（戸当） 345万

【59年】

本所名
戸 数 59年推進目標

本 所 334 113,50万0 

宇和川 226 76,800 

大 谷 167 56,700 

予子林 112 38,000 

合 計 839 285,000 

【60年度】

支所名
戸 数 60年度推進目標

本 所 334 
万

115,480 

宇和 川 226 78,110 

大 谷 167 57,71('.) 

予 子 林 112 38,700 

A ロ 計 839 290,000 

蔓
開
催
予
定
日十

一
月
二
十
三
日

二
十
四
日

こ
れ
は
‘
肱
川
町
各
種
団
体
が

共
催
に
よ
り
、
肱
川
特
産
品
開
発

お
よ
び
消
費
生
活
に
対
す
る
意
識

の
高
揚
と
産
品
づ
く
り
、
産
品
愛

用
を
す
す
め
る
た
め
に
、
産
品
の

展
示
・
共
進
・
即
売
•
生
活
必
需

品
の
展
示
即
売
等
を
行
い
、
品
質

の
向
上
・
流
通
・
仕
入
の
合
理
化

に
努
め
、
地
域
経
済
の
振
興
と
生

活
向
上
に
資
す
る
と
と
も
に
活
性

化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開

催
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

つ
い
て
は
、
農
協
に
於
も
、
果

樹
類
・
穀
類
・
野
菜
等
の
展
示
、

品
評
会
を
計
画
し
て
居
り
ま
す
。

農
家
の
皆
さ
ん
で
何
か
一
品
で
も

出
品
出
来
る
よ
う
準
備
を
し
て
お

い
て
下
さ
い
。

肱
川
町
ふ
れ
あ
い
祭
り
企
画
さ
れ
る
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県
主
催
に
よ
る
昭
和
六

0
年
度
林
業

教
室
（
一
般
コ
ー
ス
）
〔
肱
川
町
〕
の

開
講
式
が
、
去
る
七
月
一
六
日
（
火
）

午
後
一
時
三

0
分
よ
り
公
民
館
に
お
い

て
大
野
町
長
さ
ん
を
は
じ
め
河
野
森
林

組
合
長
さ
ん
、
二
宮
農
林
課
長
補
佐
さ

ん
、
ま
た
、
第
一
回
研
修
の
講
師
と

し
て
金
子
先
生
を
来
賓
に
迎
え
、
盛

会
の
う
ち
に
と
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
受
講
生
の
方
に
お
か
れ
ま

林
業
教
室

し
て
は
、
御
多
忙
の
中
、

44名
の
皆

様
に
お
集
り
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後
と
も
よ

ろ
じ
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
ま

た
、
今
回
受
講
で
き
な
か
っ
た
方
も

遠
慮
な
く
次
回
か
ら
御
参
加
下
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

次
に
、
第

一
回
目
の
研
修
科
目
、

「
育
林
に
つ
い
て
」
の
講
義
内
容
の
概

要
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

七
月
十
六
日

日
育
林
の
変
遷

ア
、
早
期
育
成
事
業

〇
精
英
樹
選
抜
育
種
事
業

よ
く
太
る
木
を

0
林
地
肥
培
ー
質
よ
り
量

イ
、
林
種
転
換

〇
雑
木
林
↓
針
葉
樹
林
へ

0
松
ク
イ
虫
被
害
↓
？

ウ
、
品
質
重
視
I

年
輪
巾
砧

mm

元
玉
で
柱
を
と
る
の
に

40
年
は

欲
し
い
。 育

林
に
つ
い
て

開
講

キ
ュ
ウ
リ
出
荷
（
農
協
選
荷
場
）

◎
講
師
元
愛
媛
大
学
農
学
部

助

教

授

金

子

章

疇
闘
璽

i
o
／
）
□0
[
口
。[
)
[
O

〗
〗

肱
川
町
の
特
産
野
菜
「
キ
ュ
ウ
管
理
を
徹
底
し
て
秀
品
率
を
高
め
て

リ
」
生
産
は
昨
年
に
比
較
し
て
作
付
ほ
し
い
。

面
積
が
少
な
く
な
っ
た
も
の
の
生
産

は
順
調
に
延
び
、
七
月
三

0
日
現
在

で
二
ニ
ハ
、
四
一

0
k
g
の
出
荷
が
な
さ

れ
た
。今

年
は
早
い
時
期
に
寒
＜
、
又
長

雨
と
あ
っ
て
産
地
の
生
産
が
お
く
れ

市
場
で
の
売
上
げ
は
非
常
に
高
値
を

呼
び
、
各
生
産
者
は
集
荷
場
へ
出
荷

す
る
た
び
表
情
は
明
る
い
よ
う
で
あ

る。
今
で
は
秋
キ
ュ
ウ
リ
の
出
荷
も
始

ま
り
一
日
当
り
六
二

0
か
ら
六
五
〇

ケ
ー
ス
の
出
荷
が
な
さ
れ
て
い
る
。

晴
天
続
き
の
旱
魃
で
夏
キ
ュ
ウ
リ

な
ど
大
分
い
た
ん
で
居
る
よ
う
だ
が

三
七

O
t

五
九
、
五

0
0
千
円

六
0
年
度
取
扱
高
目
標

六
0
年
度
生
産
目
標

口
枝
打
ち

ア
、
い
Cm
角
の
心
持
ち
の
無
節
柱

直
材
1
1

樹
冠
下
部

8Crn
↓

6
c
m
へ

打
上
げ
高
約
闊

m

（図

1
1
.
3
)

曲
材
1
1

樹
冠
下
部

6
c
m
↓

4
c
m
へ

―
―
打
上
げ
高
約
闊

m

(2cm
の
場
合
）
（
図

1
2
.
3
)

イ
、
割
柱

◎
長
伐
期
化
、
大
径
木
化

末
ロ

26crn11枝
打

6
c
m
↓

恥
柱

3
無

2
本

末
口

36crn11枝
打

mem↓
い
柱

3
無

4
本

特
に
、
今
あ
る
ヒ
ノ
キ
の
枯
枝
は
落

と
し
て
や
る
方
が
よ
い
。
（
図

1
4
)

な
お
、
落
と
す
場
合
に
は
、
幹
に
傷

を
つ
け
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。

枯
枝
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と

死
節
と
な
る
の
で
材
質
低
下
に
な
る
。

肱
川
町
は
‘
一
年
生
か
ら
一
六
年
生

の
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
が

933ha(45%
）
と

他
の
地
域
に
比
べ
て
多
い
。
（
表
ー
1
)

こ
の
こ
と
は
、
ま
だ
保
育
林
分
が
多

い
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
手
入
れ
を

す
れ
ば
立
派
な
山
に
な
る
林
分
が
多

い
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。
皆
様
の

手
入
れ
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

国
間
伐

材
価
が
も
う
少
し
高
く
な
れ
ば
…
…

し
か
し
な
が
ら
も
う
少
し
高
く
な
る

と
、
外
材
が
…
…

事

例

三

重

県

M
林
産

（
所
有
山
林
暉

ha)

エ
、
長
伐
期
、
大
径
木
化

．． 

＊
よ
り
高
く
売
れ
る
木
を

．． 

よ
り
多
く．

．
．
．
 

よ
り
安
い
経
費
で
作
る
こ
と

を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

◎

85年
生
・
ヒ
ノ
キ
の

一
番
玉
の
市
売
価
格

(
l
ml
当）

最
低

4
万

円

二

約

40
万
円
の

最
高

46
万

円

差

な
お
、
高
く
売
れ
る
木
と
は
、

0
直
材
で
あ
る

0

節
が
な
い
か
、
あ
っ
て
も
小

さ
い
も
の

0
同
じ
径
で
あ
れ
ば
、
年
輪
が

多
い
も
の
1
1

目
の
こ
ん
だ
も

の

．

〇
心
材
の
色
が
よ
い
も
の

ス
ギ

間
伐
す
る
時
は
、
「
大
き
な
木
か
ら

切
り
ま
し
ょ
う
。
」
た
だ
し
、
木
の
優

劣
の
差
（
大
小
）
が
は
っ
き
り
し
て

い
る
場
合
は
、
雪
の
害
等
気
象
害
を

考
え
、
数
回
に
分
け
て
間
伐
を
実
行

す
る
。現

在
で
は
造
林
費
用
も
か
な
り
か

か
る
た
め
、
造
林
の
回
数
を
少
な
く

す
る
こ
と
を
考
え
、
皆
伐
を
さ
け
、

間
伐
、
択
伐
に
よ
り
長
伐
期
大
径
木

生
産
へ
と
自
然
と
移
行
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
今
後
は
、
下
木
植
栽
の
こ

と
も
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
↓
二
段
林
、
複
層
林
化

◎
伐
出
の
費
用

林
内
↓
山
土
場
ま
で
の
集
材
費
が

閲
よ
農
で
あ
れ
ば
な
ん
と
か
…

一
日

4
m
l
集
材
で
き
れ
ば
採
算

次
ペ
ー
ジ
ヘ
つ
づ
く
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優良材生産は直材づくりから．I 椎茸生産はクヌギ林造成から．I

第386 昭和60年 7月27日
肱川土場木材相場表 県森連市より （単位オ当り：円）

ス ギ ヒノキ マ、ソ
長さ 未口径 その他

チョク マガリ チョク マガリ

7cmr 本 250 本 63 本 323 本 63 松パルプ

8cm」ニ 48 23 66 34 未口 6cm上
4m  13cmJ:::. 50 36 109 88 18cm上 68 長さ 2m

18cm.l:. 60 116 24cm上 81 34円
3QcmJ:. 109 215 30cm上 92

雑パルプ
7cm下~ 本 105 本 24 本 91 本 24 未口 6cm上
8cm....I:. 31 19 72 19 長さ 2m

3m  
llcm」ニ 31 19 80 41 41円
13cmに） 67 120 18cmJ::.67 
13cm玩） 102 180 24cmJ:.68 ノ<リ方ォ

18cm_!:_ 57 102 30cm_t.78 材（松・杉・桧）

未口 3-6cm 
7cmr 本 41 本 12 本 41 本 12 長さ 2m

2m  
8cm_t_ 25 15 25 15 1本70円
16cmJ::. 39 15 49 22 13cm_t34 
30cmJ::. 57 109 30cm....l:: 34 松ハリ材

13cmに）
16cm-22cm 

6m  68 180 3m 67円
13cm（元；l 95 295 4m 78円

特選
13cmに] 127 232 5m 102円

13cmほ） 250 512 6m 88円

足 場 -lm当り25丑 50円 尺当り 8~50円 1等材

イ庸ゴf
依然原木不足が続き長らく低迷を続けた杉桧材も、柱 材 を 中 心

に復調の兆し有り 。松の新材は買気 殺致して高騰。

1肱川町森林組合乾椎茸相場表 I

1. 市売日·…••昭和 60年 7 月 17 日

1.販売数量…… 110ケース 1,705.2 kg 

1冒 □
銘 杓丙 単 1面 銘 枡丙 単 1面

大 屑 9,000 ドンコ小 5,450 

中厚上 特用大葉 6,670 

中厚並 8,210 大パレ 3,530 

小 厚 7,590 特用中葉 6,670 

大ウス 8,990 中パレ 3,820 

中ウス上 特用小葉 4,170 

中ウス並 7. 5 3 0 4ヽ ノく レ 2,740 

4ヽ ウス 4,860 変升多大 3,990 

ジャミウス 3,850 変形小 3,690 

ドンコ大 9,400 色 落 2,800 

ドンコ中 7,900 コーコ

表ー 1 肱川町森林面積表 (ha、%）

樹齢
l~15 16-30 31~ 計

樹種

ス ギ 275 510 199 984 

ヒノキ 658 345 55 1057 

計 933 855 253 2041 

（割合） (4 5) (4 2) (1 3) (100) 

>図ー 5
まっすぐな木を

つ〈るためにも

枝打ち、間伐を I

古
川

図ー 4 ヒノキ枯枝

◎長伐期大径木化する場合、落としてやる 。

◎
費
用
軽
減
ー
林
内
乾
燥
↓
材
価
の

ァ
ッ
プ
に
も
つ
な
が
る
。

◎
間
伐
率
ー
最
低

2
0
%
（
5
本
に

1

本）、

2
5
1
3
5
%
（
4
1
3

本
に

1
本
）
は
切
っ
て
欲

し
い
。

四
品
種

〇
心
材
の
色
ー
大
径
材
は
注
意

0
通
直
性

〇
枝
の
小
さ
い
も
の
、

0
気
根
の
多
少

（
詳
し
く
は
次
回
）

短
い
も
の

な
お
、
講
義
終
了
後
、
久
万
町
を

中
心
に
開
設
さ
れ
て
い
る
作
業
路
（
幅

員
闊
ー
闊

m
)
の
開
設
と
チ
ク
ス
イ

や
ま
び
こ
号
（
林
内
作
業
車
）
に
よ

る
間
伐
材
搬
出
作
業
の
ビ
デ
オ
を
見

て
い
た
だ
い
た
。
興
味
の
あ
る
方
は

是
非
、
森
林
組
合
、
又
は
大
洲
林
業

課
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

林
業
改
良
指
導
員

図ー 2 曲がり 図ー 1直
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秋
野
菜
の
中
で
も
ハ
ク
サ
イ
は
特

に
適
期
は
種
が
重
要
と
な
っ
て
い
ま

す。
普
通
平
担
部
の
適
期
は
種
期
は
八

月
二
十
六
日
か
ら
九
月
中
旬
で
す
。

肱
川
町
の
よ
う
に
標
高
二
百
か
ら

五
百

M
で
は
標
高
別
に
は
種
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

標
高
百
昇
毎
に
、
平
担
部
よ
り
約

三
日
程
度
早
ま
き
を
す
る
こ
と
が
標

準
と
な
っ
て
い
ま
す
。

従
っ
て
、
標
高
二
百
”い
は
八
月
二

十
日
よ
り
九
月
四
日
と
な
り
、
標
高

四
百
昇
の
地
域
は
八
月
十
四
日
か
ら

八
月
二
十
八
日
と
な
り
、
さ
ら
に
標

高
五
百

M
の
地
域
は
八
月
十
一
日
か

ら
八
月
二
十
五
日
の
範
囲
が
適
期
と

な
り
ま
す
。

標
高
別
の
適
期
範
囲
内
で
、
ダ
イ

コ
ン
・
カ
ブ
な
ど
の
秋
野
菜
を
は
種

す
れ
ば
よ
い
。

一
品
目
を
長
く
収
穫
す
る
た
め
に

は
適
期
範
囲
内
で
早
生
、
中
生
、

晩
生
の
順
位
で
幾
日
間
の
ズ
ラ
シ

ま
き
を
す
れ
ば
よ
い
こ
と
に
な
り
ま

す。

秋
野
菜
の
は
種
前
害
虫
防
除

今
年
は
全
体
的
に
害
虫
特
に
ネ
キ

リ
ム
シ
、
エ
ン
マ
コ
オ
ロ
ギ
等
が
多

秋
野
菜
の
適
期
は
種

◎
栗

く
発
生
し
て
い
ま
す
か
ら
は
種
前
の

害
虫
防
除
を
徹
底
し
て
下
さ
い
。

整
地
前
に
ほ
場
と
そ
の
周
辺
に
カ

ル
ホ
ス
粉
等
を
散
布
し
て
防
除
す

る
。（

た
だ
し
、

桑
園
の
近
く
で
は
蚕
に

被
害
を
受
け
る
の
で
、
ほ
場
内
に
デ

ナ
ポ

ン
ベ
イ
ト
粒
剤
な
ど
飛
散
し
な

い
よ
う
に
十
分
注
意
す
る
）

栗
と
ゆ
す
の
秋
期
管
理

ー
、
病
害
虫
防
除

①
モ
モ
ノ
ゴ
マ
ダ
ラ
ノ
メ
イ
ガ

中
晩
生
種
で
は
、
八
月
下
旬
か
ら

九
月
上
旬
頃
ま
で
産
卵
が
続
く
の
で

こ
の
時
期
に
最
後
の
防
除
を
し
て
、

虫
栗
を
な
く
す
る
。
薬
剤
は
エ
ル
サ

ン
粉
剤
か
、
デ
ィ
プ
テ
レ

ッ
ク
ス
粉

剤
を
イ
ガ
を
め
が
け
て
、
一

0
ア
ー

ル
当
た
り
六
ー
十
ニ
キ
ロ
グ
ラ
ム
を

散
布
す
る
。

2
、
収
穫

八
月
下
旬
か
ら
早
生
種
の
収
穫
が

始
ま
る
。
高
温
時
で
あ
る
た
め
、
落

果
後
は
乾
燥
や
腐
敗
な
ど
に
よ
る
品

質
低
下
が
早
い
。
そ
こ
で
毎
日
か
、

二
日
毎
の
午
前
中
に
収
穫
し
て
、
変

質
果
の
発
生
を
少
な
く
し
た
い
。

3
、
秋
肥

秋
肥
の
施
用
は
貯
蔵
養
分
の
蓄
積

ー
、
病
害
虫
防
除

①
ミ
カ
ン
ハ
ダ
ニ

八
月
の
高
温
時
期
に
は
、

一
時
密

度
が
低
下
し
て
い
た
ハ
ダ
ニ
は
八
月

下
旬
か
ら
九
月
に
は
い
っ
て
朝
夕
涼

し
く
な
る
と
増
殖
を
は
じ
め
る
。
秋

季
の
ハ
ダ
ニ
は
、
葉
へ
の
寄
生
は
も

ち
ろ
ん
で
あ
る
が
果
実
に
も
多
く
寄

生
す
る
の
で
、
ケ
ル
セ
ン
乳
剤
一
五

0
0
倍
を
か
け
む
ら
の
な
い
よ
う
に

「タ

ッ
プ
リ
」
と
散
布
す
る
。

②
黒
点
病

八
月
中
下
旬
の
防
除
が
大
切
で
あ

る
が
九
月
に
入
っ
て
も
降
雨
の
た
び

に
伝
染
す
る
の
で
こ
の
時
期
に
エ
ム

ダ
イ
フ
ァ
か
ジ
マ
ン
ダ
イ
セ
ン
水
和

剤
の
六

0
0
倍
を
散
布
し
て
秀
品
率

を
向
上
す
る
。

2

初
秋
肥
の
施
用

初
秋
肥
は
果
実
の
肥
大
を
促
進
し
、

果
汁
や
酸
の
濃
度
を
増
す
。
ま
た
冬

季
の
栄
養
状
態
を
よ
く
し
て
、
樹
の

耐
寒
力
を
つ
け
、
翌
年
の
着
果
を
よ

く
す
る
の
で
、
九
月
上
旬
に
燐
硝
安

加
里

S
六
0
四
を
成
木
で
、

一
0
ー

ル
当
た
り
五

0
キ
ロ
グ
ラ
ム
を
目
安

と
し
、
樹
齢
、
結
果
量
に
よ
っ
て
増

減
し
て
施
用
す
る
。

◎
ゆ
ず

を
多
く
し
、
翌
年
の
雌
花
数
を
多
く

さ
せ
る
と
と
も
に
、
凍
害
防
止
に
も

効
果
が
あ
る
。
施
用
時
期
は
収
穫
前

の
八
月
下
旬
か
ら
九
月
中
旬
頃
ま
で

に
愛
媛
く
り
肥
料
を
、
十
ア
ー
ル
当

た
り
三

0
キ
ロ
ー
四

0
キ
ロ
グ
ラ
ム

を
目
安
に
施
用
す
る
。

水
稲
の
管
理

水稲の穂肥施用とその後の管

理が、米の品質・収量に重大な影

響を及ほすので注意しましょう。

一、水管理

穂ばらみ期を中心に、幼穂形

成期から出穂期にかけて、花水と

いわれ特に水が必要な時期ですQ

しかし、水は必要であるが酸

素の要求度も高い時期であるた

め、常に湛水状態に保つと根腐

れを起しやすくなるので、開花

期に浅水湛水、開花期以後は、

間断灌水をしましょう。

二、病害虫防除

〇穂イモチ病

例年穂イモチ病発生の多い水

田、葉イモチ病の発生している

水稲は、穂イモチ病が発生する

と考えられるので、出穂前後の

穂イモチ病防除は必ず行いましょ

、゚つ

oットムシ・コプノメイガ・
ットムシ・コブノメイガの食

用害虫は、高温・多照時に大発

生し、虫が成長するにしたがっ

て防除効果が劣るので、早期発

見につとめ早期防除をする。

0ウンカ類

8月になるとセジロウンカ（夏
ウンカ）が、その後、トビイロ

ウンカ（秋ウンカ）の発生が多

くなるので、株元に注意して調

査をし、発生量が多いと早期防

除を行いましょう。

中野尾月正予子林 小
大 L ， 
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⑲⑭。⑬。祇⑭

子
供
達
の
世
界
で
の
非
行
や
い
じ
め

の
問
題
は
、
純
朴
な
農
村
で
あ
る
肱
川

町
に
と
っ
て
も
、
よ
そ
ご
と
で
は
な
い

よ
う
で
す
。
そ
の
い
じ
め
の
傾
向
は
、

陰
湿
さ
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。

子
供
達
の
世
界
か
ら
‘
遊
び
心
が
薄

れ
て
き
て
い
る
と
い
わ
れ
ま
す
。

公
民
館
で
は
、
子
供
達
に
遊
び
の
楽

し
さ
や
体
を
動
か
す
事
、
心
を
き
た
え

る
事
を
願
っ
て
、
「
わ
ん
ば
く
学
級
」
を

開
設
し
ま
し
た
。

町
内
の
小
学
校
六
年
生
を
対
象
に
、

社
会
教
育
の
面
か
ら
健
全
育
成
を
図
ろ

う
と
い
う
取
り
く
み
で
す
。

目
標
を
グ
ル

ー
プ
や
集
団
で
の
活
動

を
進
め
な
が
ら
…
…

一
、
み
ん
な
が
友
達
に
な
ろ
う

一
、
た
く
ま
し
く
成
長
し
よ
う

-
‘
助
け
合
い
‘
協
力
す
る
心
を
育
て

ょ‘つ

一
、
工
夫
し
た
り
、
創
造
す
る
心
を
養

お
う

の
四
点
に
お
い
て
い
ま
す
。

開
講
式
と
第
一
回
目
の
学
習
を
、
七

月
二
十
六
日
に
五
十
名
が
参
加
し
て
、

肱
川
町
公
民
館
で
行
い
ま
し
た
。

開
講
式
で
は
、
公
民
館
長
か
ら
「
わ

ん
ぱ
く
学
級
」
の
ね
ら
い
、
意
義
な
ど

の
話
し
と
町
内
校
長
会
長
の
宮
武
宏
先

生
（
中
野
小
学
校
校
長
）
か
ら
「
わ
ん

ば
く
」
と
い
う
事
の
意
味
や
し
っ
か
り

活
動
を
し
て
ほ
し
い
と
の
激
励
が
あ
り

ま
し
た
。

第
一
回
目
の
学
習
で
は
、
班
編
成
や

「
わ
ん
ば
く
学
級
」
に
つ
い
て
の
説
明
や

お
互
い
仲
間
と
し
て
の
意
識
統
一
を
行

い
ま
し
た
。

映
画
「
や
さ
し
さ
」
で
は
、
少
女
と

老
人
の
ふ
れ
あ
い
の
中
か
ら
、
本
当
の

や
さ
し
さ
と
は
…
…
。
本
当
の
思
い
や

り
と
は
…
…
。
お
互
い
の
毎
日
を
考
え

な
が
ら
学
習
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
野
村
町
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
ク
ラ
ブ
の
土
居
さ
ん
と
篠
藤
さ
ん
を

お
迎
え
し
て
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の

実
技
指
導
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

子
供
達
も
こ
の
時
は
、
本
当
に
楽
し 第 1回目は、ゲームを中心に……

ぃ
闊
だ
§
恙
芥
涵
と
誓
誓
誓

麟
賢
忍
翠
砥
い
や
立
四
心
忽
翠
[

園

ゎ
ん
ば
く
学
級

：ノ：［ Bし：＇t： ； i [ ： /:：:／口／門~I ~i:iifノ、[; ： 竺；贔 まり：‘く、 幼稚園おとまり保育 しと遊を来 “さとる会動
‘ス出え

り
保で゜子 い思んし年し

補年供 を t
っ事や し

結でをま育 といでての強活と少て
団 自 作し つ間達そがは れ自二日がおうやし●幼 願 や ・ い
式然 つた もて何のれあ五現ま然日と‘と／／宿て●稚町 つり活 き月

三く動思年い
い団ま

での て が そぃ回集ぞりつ在しの間二七ま幼泊‘●園内 ての動まま感をま体し
自 森 ぃ、 のまか団れまの‘ナ； 森 ‘ 十 月 り 稚 訓 野 名 の の い心しすでじ見す活た
己に る年 ーす‘活にす幼 町 で御六二保園練外か年五 まをて゜、まて ゜動゜
紹到 よ 々 つが合動園が稚内 行在日十育合を活参長っ しい

組
す育・い に各

介着 う素 で‘同が児‘園に わ 所の五“同行動加、の ゜てた ろ t~ て、 生 地

さもやて うて し五午しへや
ん のるい子かい本ゃっ後の登先
もがかま 供
しあ‘す達 I

ま当ぎののとり生
し に で 幼 広 こ ま の

つり私゜は
かま達そ‘

。な伸し稚隻ろし注

ぉ びた園 で た 意
りす大れ無 、伸 ゜入 の

っ 昼 ゜ を
学゜人を限 ち び り
習おのどの でと み

畠食素聞
を晴い

し父責う可 は‘ だ喜しらて
ま さ 任 引能 ど走 れ てし‘
しんはき性 うり
ょや大出を でま

で畠‘い御
下見在

うおきし持 しわ 大
に

゜母いてつ
は 。山晴所

よつ は、 ら山のぴのびと・・•…
しっかり頑張りましょう

先
日
、
「
子
の
心
親
知
ら

ず
」
と
い
う
演
題
の
講
演

を
聞
く
機
会
が
あ
っ
た
。

今
、
子
供
の
心
の
動
き

を
、
理
解
し
な
い
親
が
多

い
、
理
解
し
よ
う
と
し
て

い
て
も
、
ど
う
も
ピ
ン
ト

が
ず
れ
て
い
る
と
い
う
。

一
生
懸
命
、
子
供
の
た

-
．
 

め
に
な
る
と
考
え
て
や
る
こ
と
が
、

子
供
達
を
ダ
メ
に
し
て
い
る
。
子

供
達
の
や
る
気
を
な
く
な
ら
し
て

い
る
事
が
多
い
と
い
う
。

知
育
教
育
優
先
の
世
の
中
の
動

き
に
ふ
り
ま
わ
ざ
れ
て
し
ま
う
傾

向
が
強
い
の
だ
ろ
う
か
…
…
。

家
庭
で
の
教
育
は
‘
人
間
と
し

て
の
生
き
方
、
世
の
中
の
ル
ー
ル

な
ど
社
会
生
活
の
基
本
を
教
え
る

場
で
あ
ろ
う
。
毎
日
の
生
活
の
中

で
‘
節
目
節
目
に
ち
ょ
っ
と
し
た

助
言
を
す
る
、
ホ
メ
て
や
る
事
が
、

子
供
を
伸
ば
す
大
切
な
要
素
で
あ

る
。
叱
る
よ
り
ほ
め
よ
I.

そ
し
て
、
子
育
て
に
は
、
何
と

い
っ
て
も
、
親
と
し
て
の
生
き

ざ
ま
が
一
番
で
あ
る
。
「
無
言
の
教

育
」
で
あ
り
、
「
う
し
ろ
姿
の
教

育
」
で
あ
る
。

時
代
は
か
わ
っ
て
、
情
報
過
多

の
社
会
で
も
親
と
子
で
あ
る
こ
と

に
か
わ
り
は
な
い
。

み
つ
め
る
視

線
を
し
っ
か
り
受
け
と
め
る
広
い

背
中
を
お
互
い
持
ち
た
い
も
の

だ
が
．
．
．
．．．o
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瓜
畦
。
小
寓

い
巨
の
藪
の
中
に
三
メ
ー
ト
ル
四
万
程

の
大
師
堂
ガ
あ
り
、
中
に
現
在
祀
ら
れ

て
い
な
い
「
寿
椙
院
」
と
い
う
お
堂
カ

ら
持
っ
て
来
だ
観
音
像
と
共
に
大
師
像

ガ
祀
ら
れ
て
い
る
。
自
然
石
に
彫
ら
れ

だ
七

0
セ
ン
チ
程
の
座
像
て
、
手
は
合

掌
し
て
い
る
。
寛
政
九
年
八
円
十
七

日
、
世
話
人
、
民
右
衛
門
L

の
刻
銘
ガ

あ
る
。
（
一
七
九
七
年
）

「
寿
福
院
L

も
祀
ら
れ
て
い
だ
頃
は
、

蹄蒻＠紅⑬
ひじかわの属儀R

ー
曰
地
蔵

□大
師

今
月
は
民
間
信
仰
の
中
か
ら
路
傍
の

神
仏
に
つ
い
て
一
部
紹
介
し
ま
す
。

下
石
丸
。
昔
、
交
送
の
要
所
だ
っ
だ

川
岸
の
あ
だ
り
に
「
助
け
の
地
蔵
L

と

暉
ば
れ
る
石
像
ガ
あ
る
。
こ
の
あ
だ
り

で
川
に
溺
れ
る
人
ガ
だ
び
だ
び
出
た
の

て
、
こ
れ
を
防
ぐ
だ
め
に
建
て
ら
れ
だ

の
だ
そ
う
で
あ
る
。
彼
岸
の
中
El
と
あ

盆
に
は
、
地
蔵

の
前
に
下
石
丸

の
人

tf
1
0
人

程
集
ま
っ
て
鐘

を
叩
き
な
ガ
ら

「
お
念
仏
」
を
上

げ
る
。
供
物
と

し
て
小
豆
御
飯

を
供
え
、
「
お

念
仏
」
の
後
、

夏
病
除
け
の
だ

め
に
三
雲
」

呉
飲
共
食
）
を

百
つ
。

白
石
、
這
喘
の
祠
の
中
に
馬
頭
観
音

像
ガ
ニ
体
祀
つ
て
涜
る
。
四

0
セ
ン
チ

程
の
座
像
で
頭
の
上
に
牛
の
顔
ガ
あ
る

も
の
、
三

0
セ
ン
チ
程
で
三
面
八
臀
合

掌
体
の
も
の
酎
二
体
で
あ
る
。
前
者
に

は
「
明
治
三
十
年
九
自
吉
日
、
巴
石
組

中
安
全
」
、
後
者
に
は
「
守

0
0
馬」

の
刻
銘
ガ
施
さ
れ
て
い
る
。
昔
は
山
の

中
腹
に
あ
っ
だ
ガ
、
お
詣
り
に
行
き
や

す
い
よ
う
に
現
在
地
に
移
し
だ
そ
う
で

あ
る
。
新
暦
の
四
自
一
亡
日
に
は
当
番

の
人
ガ
中
心
と
な
り
、
家
畜
を
持
つ
家

の
主
人
ガ
集
ま
り
、
牛
馬
の
安
全
を
願
っ

て
「
あ
籠
り
L

を
行
う
。
供
物
と
し
て

1

日
｛
：＇
~
氾
に

,t
 

助
け
の
地
蔵
（
下
石
丸
）

部
落
の
各
家
の
主
人
ガ
管
理
し
、
大
師

堂
は
女
性
ガ
管
理
し
て
い
だ
そ
う
で
あ

る
ガ
、
現
在
は
、
新
暦
八
弓
一
口
に
女

性
の
年
長
者
ガ
中
心
と
な
り
、
共
栄
部

落
の
各
家
の
王
人
ガ
集
ま
っ
て
鐘
や
太

鼓
を
叩
き
な
ガ
ら
「
お
念
仏
」
を
唱
え

る
。
供
物
と
し
て
御
神
酒
や
料
理
を
供

え
、
「
お
念
物
」
の
後
、
「
お
籠
り
」
を

な
お
ら
い

し
な
ガ
ら
国
会
を
行
う
。

口
馬
頭
観
音

以
上
ガ
肱
川
町
に
於
い
て
聞
く
こ
と

の
で
き
だ
路
傍
の
神
仏
で
あ
り
ま
す
。

肱
川
町
に
限
っ
だ
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん
ガ
、
地
蔵
堂
、
大
師
堂
、
観
音
堂
等

涜
る
程
度
の
人
数
を
収
容
で
き
る
路
傍

の
神
仏
は
合
も
な
あ
信
仰
も
篤
く
、
だ

だ
単
に
像
だ
け
の
路
傍
の
神
仏
に
対
す

す
た

る
信
仰
は
、
年
刃
廃
れ
て
い
く
よ
う
で

可
。
特
に
牛
馬
の
安
全
を
願
っ
だ
馬
頭

観
音
の
場
合
は
特
に
菩
し
い
よ
う
で

す。
御
神
酒
・
料
理
を
供
え
「
お
龍
り
」
を

し
な
ガ
ら
「
直
会
L

を
行
う
。

近
年
、
町
内
の
あ
ち
こ
ち
で
先
人
が

今
日
ま
で
の
経
済
社
会
の
急
成

長
で
各
家
庭
が
テ
レ
ビ
を
、
ま
た

自
家
用
車
を
持
つ
事
が
で
き
る
社

会
に
な
り
ま
し
た
。

言
い
つ
く
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

テ
レ
ビ
は
子
供
を
家
の
中
に
く
ぎ

付
け
に
し
て
し
ま
い
、
外
出
す
る

際
に
は
自
家
用
車
が
、
家
族
単

位
だ
け
の
壁
を
作
っ
て
し
ま
い
ま

す。
こ
ん
な
環
境
が
成
長
期
の
子
供

達
に
い
い
は
ず
は
有
ま
せ
ん
。
し

ら
ず
し
ら
ず
の
内
に
遊
び
べ
た
に

な
り
、
友
達
ど
う
し
”
か
ば
い
合

ぅ
“
“
ゆ
ず
り
合
っ
Ii

と
言
う
よ
う
な
心

が
育
ち
に
く
く
な
っ
て
ゆ
く
の
は
当
然

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

つ
い
最
近
ま
で
、
新
聞
等
で
見
聞
き

す
る
暴
力
事
件
な
ど
、
都
市
部
で
の
出

来
事
の
よ
う
に
思
っ
て
い
た
も
の
で
し

こ。ナ

し
か
し
今
、
い
ろ
い
ろ
な
面
で
そ
の

差
は
な
く
な
っ
て
来
て
い
ま
す
。

部
分
的
な
事
例
で
の
比
較
に
な
り
ま

す
か
、
都
市
部
で
の
日
常
生
活
に
自
家

用
車
を
必
要
と
し
な
い
か
ら
、
そ
の

お

よ
ぼ
す
悪
影
響
も
少
い
で
し
ょ
う
。
ま

た
、
子
供
達
ど
お
し
が
接
し
合
う
事
の

こ
れ
ら
は
路
傍
の
神
仏
ガ
造
ら
れ
だ

頃
は
、
医
学
技
術
等
の
ま
だ
発
達
し
て

い
な
い
時
期
で
、
払
達
の
祖
先
は
病
気

等
を
地
蔵
・
観
音
・
薬
師
に
祈
願
づ
る

こ
と
で
生
き
て
き
ま
し
だ
。

現
在
は
科
学
乃
能
の
時
代
で
あ
り
、

神
仏
を
拝
ん
て
身
の
安
全
を
願
う
の
は

無
意
味
な
の
力
も
知
れ
ま
せ
ん
。

し
力
し
路
傍
の
神
仏
に
祈
る
心
の
ゆ

と
り
を
持
つ
と
い
う
こ
と
は
、
明
巳
へ

の
生
き
る
力
を
得
る
こ
と
に
つ
な
ガ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
力
。

嘔
く173〉

子供逹に

よし‘

環境を…

で
き
る
ク
ラ
ブ
活
動
・
サ
ー
ク
ル

活
動
等
の
た
め
の
施
設
、
指
導
員

に
も
都
市
部
の
方
が
恵
ま
れ
て
い

る
で
し
ょ
う
。

子
供
達
の
身
の
回
り
の
環
境
を

変
え
る
の
は
、
私
達
大
人
で
す
。

子
供
達
に
―
つ
で
も
良
い
環
境

ニ
/
[
e

祀
っ
た
路
傍
の
石
仏
や
‘
墓
石
で
あ
る

五
輪
が
、
心
な
い
者
に
よ
っ
て
持
ち
去

ら
れ
る
と
い
う
。

こ
れ
ら
の
多
く
は
人
里
離
れ
た
場
所

や
、
人
家
に
近
く
て
も
管
理
さ
れ
て
い

な
い
の
か
被
害
に
あ
っ
て
い
る
。

先
人
が
祀
り
祈
っ
た
こ
れ
ら
石
仏
は

す
た

人
々
の
心
の
廃
れ
に
よ
っ
て
安
住
の
地

を
失
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

生
活
の
中
に
「
心
の
ゆ
と
り
」
を
早

く
と
り
戻
し
た
い
。
そ
し
て
、
こ
れ
以

上
の
被
害
を
く
い
止
め
た
い
と
願
っ
て

い
る
と
共
に
懸
命
な
諸
兄
の
尽
力
を
期

待
し
て
や
ま
な
い
。

次
は
協
生
の
安
川
喜
代
美
さ
ん

に
お
願
い
し
ま
す
。
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古
里
の
未
来
を

築
く
、
青
年
達
の

交
流
会
が
、
七
月

二
十
八
日
（
日
）
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

青
年
団
（
勤
労

青
年
）
と
肱
川
分

校
生
（
在
学
青
年
）

で
す
。青

年
団
が
呼
び

か
け
た
も
の
で
、

共
に
肱
川
町
に
頑

張
っ
て
い
る
若
者

同
士
か
心
を
つ
な

ぎ
あ
い
‘
よ
り
よ

い
地
域
づ
く
り
を

め
ざ
し
て
い
こ
う

と
い
う
も
の
で
す
。

今
、
高
校
生
の
社
会
参
加
と
い
う
こ

と
が
、
各
地
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま

す。
肱
川
分
校
で
は
、
地
域
と
の
つ
な
が

り
を
深
め
る
活
動
を
い
ろ
い
ろ
と
行
っ

て
い
ま
す
。
毎
月
実
施
さ
れ
る
、
国
道

の
ク
リ
ー
ン
作
戦
や
交
通
安
全
の
啓
発

活
動
。
公
民
館
活
動
や
地
域
行
事
へ
の

参
加
な
ど
、
と
て
も
活
発
で
す
。

又
、
青
年
の
ふ
る
さ
と
意
識
か
低
い

こ
と
も
聞
き
ま
す
が
、
肱
川
町
で
も
そ

の
傾
向
は
あ
る
よ
う
で
す
。

青
年
団
で
は
、
地
域
に
根
ざ
し
た
活

動
と
い
う
事
で
、
ふ
る
さ
と
づ
く
り
の

輪
を
広
げ
よ
う
と
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
を
知
り
、
考
え
る
学
習

会
‘
O
B
の
体
験
を
聞
く
学
習
会
‘
敬

老
会
行
事
、
子
供
会
・
少
年
団
体
育
成

の
活
動
、
地
域
行
事
の
協
力
な
ど
盛
ん

若い力で地域づくりを…

年団四国〉肱川分校生青

う
こ
さ
い
ま
一す

n
 

お

100名の若人が集う

交
流
会
当
日
は
、
今
年
最
高
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る
暑
さ
で
し
た
が
、
会

場
の
町
民
運
動
場
へ
集
合
し
ま
し
た
。

{
-
1
f
j、
~
ご
＿
玄
員

冨
永
徹
さ
ん

鵞
]

七
月
二
十
九
日
、
松
山
市
で
開
か
れ

た
、
愛
媛
県
体
育
指
導
委
員
協
議
会
の

総
会
に
お
い
て
、
肱
川
町
体
育
指
導
委

員
の
冨
永
徹
氏
（
下
鹿
野
川
）
が
、

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
‘
体
育
指
導
委
員
と
し
て
の

永
年
の
活
動
に
対
し
て
‘
贈
ら
れ
た
も

の
で
す
。

冨
永
さ
ん
は
、
昭
和
四
十
八
年
か
ら

現
在
も
、
肱
川
町
の
社
会
体
育
の
発
展

で
す
。

午
前
中
は
、
町
民
運
動
場
の
整
備
と

周
辺
の
草
刈
り
を
行
い
ま
し
た
。
女
子

生
徒
と
女
子
青
年
の
手
づ
く
り
の
カ
レ
ー

で
昼
食
を
と
り
、
午
後
か
ら
は
、
男
子

は
町
民
運
動
場
で
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
女

子
は
格
枝
場
で
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
を

実
施
し
ま
し
た
。

青
年
団
と
高
校
生
。
年
代
も
一
番
近
く
‘

同
じ
青
年
と
い
う
事
で
、
も
っ
と
も
っ

と
交
流
を
進
め
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

初
め
て
の
こ
と
で
、
ま
だ
ま
だ
物
足

り
な
い
面
も
多
く
あ
り
ま
し
た
が
、
こ

の
交
流
を
始
め
た
と
こ
ろ
に
意
義
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。

来
年
、
再
来
年
と
続
け
て
い
き
‘
恒
例

行
事
と
し
て
定
着
さ
せ
た
い
も
の
で
す
。

と
も
あ
れ
、
よ
い
企
画
で
し
た
。

に
活
動
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
特
に
健

康
づ
く
り
の
た
め
の
社
会
体
育
と
ス

ポ
ー
ツ
人
口
の
底
辺
拡
大
を
め
ざ
し

て
ご
指
導
下
さ
り
、
本
当
の
意
味
で
の

社
会
体
育
に
取
り
く
ん
で
こ
ら
れ
ま
し

こ。f
 実

技
指
導
は
も
ち
ろ
ん
、
社
会
体
育

の
企
画
立
案
‘
運
営
に
と
今
後
も
、
ご

指
導
、
ご
活
躍
を
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

本
当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し

こ。f
 

0
香
典
返
し
や

お
見
舞
い
返
し
は

や
め
よ
う
I
.

生
活
改
善
運
動
を
み
ん
な
で

進
め
よ
う

出
番
で
す
／
．
お
父
さ
ん
•
お
母
さ
ん

〇
汗
を
流
す
機
会

以
前
は
‘
旅
を
す
る
に
も
子
供
に
自
分

の
荷
物
を
持
た
せ
、
バ
ス
・
汽
車
を
乗
り

継
い
で
汗
を
流
し
ま
し
た
。
そ
の
旅
を
と

お
し
て
、
子
供
は
人
の
親
切
．
我
慢
・
目

的
地
に
着
く
喜
び
な
ど
、
多
く
の
事
を
学

び
ま
し
た
。
今
は
‘
父
親
の
運
転
す
る
マ

イ
カ
ー
の
中
で
寝
て
い
る
だ
け
で
す
。

全
て
が
便
利
に
な
っ
た
事
に
ひ
き
か
え

に
、
自
然
な
形
で
子
供
が
鍛
え
ら
れ
る
場

が
失
わ
れ
ま
し
た
。
今
こ
そ
父
親
が
リ
ー

ダ
ー
と
な
っ
て
、
汗
を
流
す
機
会
を
意
図

的
に
作
り
た
い
も
の
で
す
。

た
と
え
ば
‘
近
く
の
山
へ
家
族
で
登
っ

て
み
よ
う
。
子
供
は
‘
汗
を
か
い
た
後
の

水
の
あ
り
が
た
さ
、
お
に
ぎ
り
の
味
‘
登

り
き
っ
た
喜
び
、
父
親
の
た
く
ま
し
さ
な

ど
を
知
る
の
で
す
。

又
、
家
庭
菜
園
を
試
み
る
の
も
よ
い
事

で
す
。
親
子
の
心
の
交
流
・
植
物
の
成
長

に
対
す
る
新
鮮
な
驚
き
‘
土
の
感
触
、
野

菜
を
育
て
る
む
つ
か
し
さ
‘
収
穫
の
喜
び

0

二
つ
の
う
そ

ニ
・
三
歳
児
の
幼
児
は
、
現
実
と
空
想

が
入
り
交
っ
た
「
う
そ
」
を
つ
く
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
幼
児
が
絵
本
を
見
な
が
ら
‘

作
り
話
を
し
た
り
、
画
用
紙
に
お
日
様
を

二
つ
描
い
て
「
と
て
も
明
る
か
っ
た
ん
だ
。
」

と
言
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
は
‘
う
そ
を
つ
い
て
い
る
の
で
は
な
く

て
‘
空
想
の
世
界
で
遊
ん
で
い
る
の
で
す
。

こ
ん
な
時
、
大
人
が
「
間
違
っ
て
い
る
」

と
注
意
し
て
は
い
け
な
い
の
で
す
。

し
か
し
、
幼
い
子
供
で
あ
っ
て
も
‘
良

く
な
い
行
為
に
対
し
て
は
‘
体
感
を
通
し

て
教
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

幼
児
期
に
な
る
と
、
稔
密
の
心
を
も
っ

た
「
う
そ
」
を
つ
く
よ
う
に
な
っ
て
き
ま

す
。
う
そ
を
つ
き
な
が
ら
、
隠
そ
う
と
す

る
心
と
‘
良
く
な
い
事
だ
と
考
え
る
心
が

葛
藤
し
て
い
る
の
で
す
。

こ
の
時
期
に
‘
悪
の
行
為
に
つ
い

て
は
‘
た
だ
注
意
す
る
だ
け
で
な
く
‘

子
供
の
肝
に
銘
じ
る
よ
う
な
叱
り
方

を
し
‘
良
い
行
為
に
つ
い
て
は
‘
心

か
ら
ほ
め
て
「
善
と
悪
」
を
は
っ
き

り
分
ら
さ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

親
の
善
悪
判
断
の
理
念
が
、
そ
の

ま
ま
子
供
の
善
悪
行
為
に
な
る
の
で

す
か
ら
…
…
。

な
ど
を
体
得
し
ま
す
。

お
父
さ
ん
／
．
行
動
力
の
あ
る
子
供
を
育

て
よ
う
／
．

⑭ 
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し
カ

毎
年
、
ユ
ニ
ー
ク
な
活
動
を
続
け
て

い
る
小
藪
サ
マ

ー
ス
ク
ー
ル
は
、
今
年

で
五
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

八
月
三
日
か
ら
の
一
週
間
、
小
藪
集

会
所
で
開
か
れ
、
小
藪
の
谷
あ
い
に
は
‘

元
気
な
声
が
こ
だ
ま
し
て
い
ま
し
た
。

毎
年
‘
違
っ
た
内
容
で
取
り
く
ん
で

い
ま
す
が
、
今
年
は
、
小
学
生
が
英
語

の
歌
「

ユ
ア
ー

・
マ
イ
・
サ
シ
シ
ャ
イ

ン
」
、
中
学
生
は
英
語
の
歌
「
ロ
ン
グ
・

ロ
ン
グ
ア
ゴ
ー
」
と
英
語
の
劇
に
挑
戦
し

ま
し
た
。
特
に
英
語
劇
で
は
、
日
常
の

英
会
話
と
い
う
事
で
四
班
に
分
か
れ
て

朝
の
会
話
（
ブ
レ

ッ
ク
フ

ァ
ー
ス
ト
・

タ
イ
ム
）
昼
時
（
ア
ウ
ト
サ
イ
ド
・
ザ
・

シ
ネ
マ
）
夕
方
時
（
イ
ン
・
ザ
・
コ
ー

ヒ
ー
シ
ョ

ッ
プ
）
夜
の
会
話
（
サ
パ
ー

ァ
ン
ド
・
テ
ィ
ビ
ィ
ー
）
の
四
つ
の
時

間
帯
の
会
話
を
学
習
し
ま
し
た
。

一
週
間
と

い
う
短
い
期
間
で
、

「夜の会話」の一コマ

ユーアー・マイ ・サンシ ャイン

も
、
毎
日
の
学
習
の
合
間
の
時
間
の
練

習
で
し
た
が
、
子
供
達
は
、
熱
心
に
取

り
く
み
、
先
生
方
の
力
強
い
ご
指
導
に

よ
っ
て
、
発
表
の
時
に
は
素
晴
ら
し
い

出
来
ば
え
の
舞
台
に
な
り
ま
し
た
。

小
学
生
の
歌
「
ユ
ー
ア
ー
・
マ
イ
・
サ
ン

シ
ャ
イ
ン
」
も
、
少
い
人
数
で
し
た
が
、
カ

一
杯
の
歌
唱
で
見
事
な
発
表
会
で
し
た
。

又
、
今
回
は
、
先
生
方
に
よ
る
本
物

の
英
語
劇
、
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
の
「
ロ

ミ
オ
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
」
も
上
演
さ
れ

ま
し
た
。
子
供
達
は
‘
は
じ
め
て
の
英

語
劇
の
迫
力
と
力
強
い
演
技
に
、
強
い

刺
激
を
う
け
ま
し
た
。

こ
の
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
の
ね
ら
い
の

―
つ
で
あ
り
ま
す
、
英
語
で
歌
っ
た
り
、

話
し
た
り
す
る
こ
と
や
、
特
に
英
語
に

関
心
を
持
つ
こ
と
へ
の
大
き
な
き
っ
か

け
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
体
験
を
、
今
後
の
生
活
や
学
習

の
中
で
、
し
っ
か
り
と
生
か
し
て
い
っ

応

匂

も

。

の

も

。

の
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「
女
性
と
し
て
、

青
年
と
し
て
の
生

活
や
生
き
方
を
考

え
る
」
女
子
青
年

の
宿
泊
研
修
会
が
、

八
月
三
日
と
四
日

の
二

日
間
肱
川
町

公
民
館
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

今
年
度
、
肱
川

町
青
年
団
の
中
に

女
子
部
が
発
足
し
、

そ
の
研
修
会
と
し

て
実
施
し
た
も
の

で
す
。今

回
の
研
修
で

は
、
正
山
小
学
校
の
正
岡
艶
子
教
頭
先

生
を
講
師
に
お
願
い
し
、
「
女
性
と
職
業

人
生
」
と
題
し
て
お
話
し
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

0
女
性
の
職
業
と
私
生
活
の
関
連

〇
職
業
人
と
し
て
の
女
性
の
役
割

0
家
庭
の
中
で
の
女
性

0
女
性
と
し
て
人
生
を
ど
う
生
き
て
い

＜
力
：
・
：
・

な
ど
、
数
多
く
の
お
話
し
の
中
で
、

>ヽ+- VI  -r- 三巨
目りc..し

出り廿Iーシ

て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

五
年
前
に
、
イ
ギ
リ
ス
人
で
千
葉
県

の
麗
沢
大
学
助
教
授
の
バ
ン
ト
ッ
ク
先

生
が
、
小
藪
の
方
々
、
肱
川
町

の
人
達

の
親
切
に
対
す
る
お
礼
に

と
、
有
志
の

方
々
と
始
め
ら
れ
た
サ
マ

ー
ス
ク
ー
ル

は
‘
夏
休
み
の
楽
し
み
な
行
事
と
し
て
、

す
っ
か
り
定
着
し
ま
し
た
。

今
後
、
ま
す
ま
す
充
実
し
て
い
く
事

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

0
今
ま
で
の
職
場
で
の
取
り
く
み
方
を

見
直
し
て
、
女
性
の
長
所
を
生
か
し
て

仕
事
に
取
り
く
ん
で
い
く
。

0
生
活
を
し
て

い
く
上
で
、
何
事
も
途
中

で
投
げ
出
さ
ず
、
根
気
を
持
っ
て
や
る
。

0
人
と
し
て
、

美
し
い
心

の
持
ち
主
に

な
っ
て
ほ
し
い。

又
、
話
し
合
い
で
は
…
…

0
自
分
が
目
標
や
趣
味
を
持
っ
て
い
る

こ
と
は
、
女
性
と
し
て
だ
け
で
な
く
‘

人
間
と
し
て
大
切
な
事
だ
と
思
う
。

0
自
分
が
素
適
な
女
性
、
素
晴
ら
し
い

人
間
に
な
っ
て
い
な
い
と
よ
い
相
手
と

は
巡
り
合
え
な
い
。
自
分
を
高
め
て
お

け
ば
回
り
か
ら
自
然
と
な
っ
て
く
る
。

、
0

い
ろ
ん
な
活
動
や
学
習
も
、
続
け
る

事
が
大
切
な
こ
と
で
あ
る
。
い
き
ず
ま
っ

た
時
に
は
頭
を
切
り
か
え
る
工
夫
を
…
。

0
人
と
接
す
る
事
に
よ
っ
て
、
そ
の
人

の
よ
い
と
こ
ろ
を
吸
収
し
て
い
く
。
人

と
の
出
逢
い
は
大
切
だ
。

〇
物
を
大
切
に
す
る
心
を
育
て
た
い
。

今
の
よ
う
に
、
物
が
多
い
と
そ
の
心
は

う
す
れ
て
い
き
が
ち
…
…
。

こ
れ
は
、
幼
児
期
の
し
つ
け
が
大
切
で

0
台
風

台
風
の
進
路
目
玉
が
案
じ
ら
れ

知
工
子

台
風
が
過
ぎ
て
安
堵
の
釘
を
抜
く藤

子

ほ
っ
と
し
た
台
風
ま
た
も
後
も
ど
り

ふ
み
緒

台
風
の
予
報
早
す
ぎ
気
が
も
め
る定

雄

台
風
は
待
た
ず
雨
待
つ
大
日
照

登
代
子

〇
草
刈
り

栗

代

を

夢

見

草

刈

る

老

夫

婦

定

雄

作
業
衣
へ
草
刈
り
の
汗
地
図
を
か
き

ふ
み
緒

巣
ご
も
り
の
雉
え
草
刈
り
中
止
す
る

一

敏

百
合
だ
け
を
残
し
て
露
の
草
を
刈
る

藤

子

文
明
が
鎌
か
ら
変
え
た
草
刈
機

二
重
楼

A
i
A
A
A
A
A
A
A
A
A
 

あ
り
‘
こ
れ
か
ら
親
と
な
る
私
達
も
、

考
え
て
い
き
た
い
。

女
性
だ
け
の
研
修
と
い
う
事
も
あ
り
‘

活
発
に
意
見
が
出
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
い
ろ
い
ろ
な
場
で
、

女
性
と
し
て
青
年
と
し
て
、
自
分
を
高

め
て
い
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

最
後
に
、
出
合
い
を
大
切
に
と
い
う

事
で
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
若
者
が
、

青
年
団
活
動
に
取
り
く
ん
で
ほ
し
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。

審

人

p:
Ill
．
載
宣
＿
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9月の日曜・祝日当直医

日 当直医 苧毛 話

1日（日）
小川医院 44-2815 
（内子町）

8日（日）
古川医院 44-2407 
（内子町） ， 

15日（日）
町見医院 43-0211 
（内子町）

16日（日）
成 田 医院 47-0061 
（内子町）

22日（日）
松浦医院 44-2776 
（五十崎町）

23日（月）
藤本医院 44-2561 
（五十崎町）

29日（日）
植木医院 44-2215 
（五十崎町）

日曜日 喜多医師会病院 24-4551 
祝日 （大洲市）•

救 急 病

院

曜日 病院名 苧毛 話

月・火
大洲市立病院 24-2151 
（大洲市）

水
加戸病院 24-5101 
（大洲市）

木～日
大洲中央病院 24-4551 
（大洲市）

（→ 

/J、I,

＠不用犬回収日

I>日時 9月10日（灼午前9時まで

I>場所役 場

※印鑑をご持参ください。

屑 月 員 月 肩 肩 員 月
30 26 25 20 12 11 4 
日 日 日 日 日 日 日 日
（月） （木 け<i 圏 困 け<i J々<)

羽 右と』—’ 敷 中 郷 手 山 嘉 4ヽ 肱 正

>怠
谷 フK 津 集 槌 城 藪 晶 山 場
公 集 集 木木

塁 集 集 公
会 公 公

民 会 会
醤

会 会
醤

民 所
倉盲 戸斤 戸斤 所 戸斤 戸斤 戸斤 倉官

心前 午移t午後
心前11 1a寺0 午前11孟10 時 午後2午後時1 午前篇10 時

午移t午後 心前 1時0 
3午後分碕2030 午後時分1 ， 午前時ll30 午時99 ,i 

午午後
時

1131時0 0 2時1 
3時203分時1 0 30分後時23分時1 ， 0 

3時0分 誓I 喜 3時03分0 喜 雰品！ 雰品i 
3分0分i 

間
分 i 分 分 i 分 分 i

ヽ

時

9
月

3
日
因

月

日

間

午
前

8
時

30分

～
 

メぶ

時

， 
月 月
4 
日 日
困

正

山 場

公

民 所
館

午前10時～ 時
午後 1時 間

＠
健
康
づ
く
り
料
理
教
室

＠
へ
き
地
栄
養
教
室

＠
母
子
手
帳
交
付

＠
健
康
相
談

@
9
月
の
不
燃
物
収
集

▽
収
集
日

9
月

17
日
因
（
出
す
の

は

9
月

16
日
中
）

▽
収
集
地
区
大
谷
地
区
・
小
畑
井
・

萩
野
尾
・
汗
生
・
小
藪
・

肱
栄
・
大
和
・
中
野
（
篠

谷
を
除
く
）
・
鹿
野
川

II

ア
イ
デ
ア
貯
金
箱
II

作
品
募
集
中

次
に
よ
り
作
品
を
募
集
し
て
お
り

ま
す
。

▽
応
募
資
格

0
小
学
生

0
中
学
生

▽
応
募
作
品

〇
材
料
は
自
由

0
大
き
さ
は
、
一
辺
の
長
さ
が
二

T
十
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
内

0

一
人
一
点
に
限
る

0

作
品
は
、
児
童
•
生
徒
本
人
自

ら
制
作
し
た
も
の
。

▽
出
品
の
締
切
り

0
昭
和
六
十
年
九
月
十
四
日
（
土
）

▽
応
募
先

0
学
校
を
通
じ
、
郵
便
局
へ
出
品

し
て
く
だ
さ
い
。

ボ
ツ
ボ

ッ

の
季
節
と

八
月
も
終
り
と
な
り
、

秋
の
味
覚
の
王
様
＂
栗
＂

な
り
ま
し
た
。

こ
こ
肱
川
町
の
栗
は
‘
良
質
で
美

味
な
と
こ
ろ
か
ら
、
中
央
市
場
で
も

大
変
ご
好
評
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
あ
な
た
も
、
お
知
り
合
い
の
方
に

お
贈
り
に
な
っ
て
は
い
か
か
で
す
か
。

栽
培
さ
れ
て
い
る
方
は
‘
栗
を
ふ

ろ
し
き
又
は
あ
き
袋
に
入
れ
、
受
取

人
・
差
出
人
の
住
所
氏
名
と
共
に
‘

郵
便
局
員
に
お
預
け
く
だ
さ
い
。
荷

造
か
ら
あ
て
名
書
き
、
発
送
ま
で
郵

便
局
で
責
任
を
も
っ
て
行
な
い
ま
す
。

（
ご
希
望
の
方
は
殺
虫
も
い
た
し
ま
す
）

栽
培
さ
れ
て
い
な
い
お
宅
は
、
郵

II肱川の栗を郵便小包で＂

， ， ， ， ， 
月 月 月 月 月 月
19 13 10 6 5 
日 日 日 日 日 日
休 倹 （火） 倫 休

予 大 小 共 閾子 谷 藪 栄 場
林

公 集 集
谷

公 集
民 民 会 会 会 所
館 館 所 所 所

午前10時～ 時
午後2時 間

， ， 相
月 月
20 5 談
日 日
圏 休 日

坪宮 沖福 担
田田 野田 当

相
益義 恒 談
子盛 三保 員

▽

時

間

午

前

9
時
ー
午
後

4
時

▽
場
所
肱
川
町
公
民
館
相
談
室

窃絢Rffi(14) 

▽
内
容
検
尿
．
尿
塩
分
測
定
・
血

圧
測
定
・
栄
養
相
談
（
中

津
・
羽
座
谷
以
外
）

＠
心
配
ご
と
相
談

画
[.
ご
璽
函
闘

便
局
員
に
あ
て
名
書
き
に
現
金
を
添

え
て
ご
注
文
く
だ
さ
い
。
肱
川
農
協

及
び
特
産
開
発
セ
ン
タ
ー
と
タ
イ
ア
ッ

プ
し
て
、
優
良
栗
を
お
送
り
い
た
し

ま
す
。

ま
た
、
お
宅
で
荷
造
さ
れ
た
場
合
、

郵
便
局
へ
お
電
話
を
い
た
だ
く
と
、

局
員
が
お
宅
ま
で
お
預
か
り
に
伺
い

ま
す
。

な
お
、
お
電
話
を
午
後
二
時
頃
ま

で
に
い
た
だ
き
ま
す
と
、
そ
の
日
の

発
送
便
に
か
か
り
ま
す
。

ご
近
所
合
わ
せ
て
一

0
個
以
上
に

な
り
ま
す
と
、
送
料
を
二

0
％
割
引

い
た
し
ま
す
。

＊
 

＊
＊
＊
＊
＊
 

お
誕
生
お
め
で
と
う
＊

＊
 

＊
 

＊
 

＊

ご

ざ

い

ま

す

＊*
＊
*
＊
*
 

＊
 小

藪

沖

野

幸

三

さ

ん

長

女

祐

子

ち

ゃ

ん

中

野

武

知

弘

和

さ

ん

二

男

省

悟

ち

ゃ

ん

汗

生

中

野

真

二

さ

ん

長
男
賀
津
記
ち
ゃ
ん＊

 

*
＊
*
＊
*
 

＊
 

＊
 

＊
 

＊
ご
め
い
ふ
く
を

＊
お
祈
り
い
た
し
ま
す
＊

.
*
＊
＊
＊
＊
 

＊
 

金
光
さ
ん

(64歳）

浅
吉
さ
ん

(72
歳）

武
市
さ
ん

(81歳）

常
寿
さ
ん

(29歳）

中

野

市

之

畦

中

居

谷

月

の

尾

今
岡

三
瀬

山
田

冨
永


